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エ
ス
グ
ラ

　

資
生
堂
の
企
業
文
化

誌
「
花
椿
」
は
、
一
般
社

団
法
人
日
本
印
刷
産
業
連

合
会
と
フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
ビ

ジ
ネ
ス
ア
イ
が
主
催
す
る

「
第
58
回
全
国
カ
タ
ロ
グ

展
」
の
カ
タ
ロ
グ
部
門
に

お
い
て
、
経
済
産
業
省
商

務
情
報
政
策
局
長
賞
を
受

賞
し
た
。

　

２
０
１
６
年
11
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た「
花
椿
」

の
新
装
刊
０
号
が
企
業
の

Ｐ
Ｒ
を
担
う
媒
体
と
し
て

常
に
時
代
の
最
先
端
を
伝

え
、
美
の
本
質
を
追
い
求

め
て
き
た
同
誌
の
遺
伝
子

を
確
実
に
受
け
継
い
で
い

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も

の
。

　

「
花
椿
」
は
、
第
56
回

の
文
部
科
学
大
臣
賞
、
第

57
回
の
経
済
産
業
大
臣
賞

に
続
き
、
今
回
で
３
年
連

続
の
受
賞
と
な
っ
た
。

　

全
国
カ
タ
ロ
グ
展
は
、

図
録
部
門
（
図
録
）
と
カ

タ
ロ
グ
部
門（
一
般
商
品
、

高
額
商
品
、製
品
、通
販
、

各
種
案
内
、
Ｐ
Ｒ
誌
・
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
、
各
種
報

告
書
）
に
分
か
れ
、
各
部

門
の
金
賞
の
中
か
ら
経
済

産
業
大
臣
賞
、
文
部
科
学

大
臣
賞
、

経
済
産
業

省
商
務
情

報
政
策
局

長
賞
が
選

出
さ
れ
る
。

　

審
査
員

は
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
浅
葉
克
己
氏
、
松

永
真
氏
、
左
合
ひ
と
み
氏

を
は
じ
め
、
後
援
・
官
庁

団
体
の
関
係
者
、
広
告
関

係
者
、
消
費
者
代
表
、
印

刷
業
界
の
広
報
委
員
、
実

行
委
員
等
で
構
成
さ
れ
、

今
年
は
応
募
総
数
４
０
２

点
の
中
か
ら
33
点
の
入
賞

作
品
が
選
出
さ
れ
た
。

資
生
堂

２
０
１
７
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

Ｊ―ＮＥＴ中央
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れ
る
可
能
性
が
高
い
」
と
見

通
し
を
述
べ
た
。

　

最
後
に
、「
ず
い
ぶ
ん
突

拍
子
の
な
い
こ
と
を
言
っ
た

と
思
う
が
、
あ
く
ま
で
も
今

後
５
年
間
に
起
こ
り
う
る
可

能
性
の
話
と
考
え
て
欲
し

い
」
と
前
置
き
を
し
つ
つ
、

「
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
こ

の
よ
う
な
劇
的
な
変
化
が
起

　

エ
ス
グ
ラ
で
は
、
７
月
の

フ
ァ
イ
ナ
ル
グ
ラ
ン
プ
リ
ま

で
に
地
域
勉
強
会
や
サ
ロ
ン

オ
ー
ナ
ー
交
流
会
、
未
来
の

エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
づ
く
り

の
た
め
の
ス
ク
ー
ル
講
義
な

ど
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
今
期
は
、
会
報
誌

を
創
刊
す
る
な
ど
広
報
活
動

に
も
注
力
す
る
方
針
だ
。

　

榎
戸
淳
一
広
報
委
員
長

は
、「
大
き
く
２
つ
の
使
命

を
持
っ
て
広
報
活
動
を
し
て

い
く
。
１
つ
が
様
々
な
部
門

で
受
賞
し
た
エ
ス
テ
テ
ィ
シ

ャ
ン
の
露
出
を
増
や
す
こ

と
。
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
者
が

注
目
さ
れ
が
ち
だ
が
、
フ
ェ

イ
シ
ャ
ル
技
術
部
門
な
ど
で

受
賞
し
た
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ

ン
に
も
光
を
当
て
た
い
と
考

え
て
い
る
。
業
界
紙
な
ど
に

も
取
材
を
お
願
い
す
る
ほ

か
、
エ
ス
グ
ラ
の
会
報
誌
を

創
刊
し
て
そ
こ
で
の
露
出
を

増
や
す
。
も
う
１
つ
が
、
一

般
広
報
を
強
化
す
る
こ
と
。

業
界
内
で
は
盛
り
上
が
っ
て

い
た
エ
ス
グ
ラ
も
、
一
般
認

知
は
低
い
と
い
う
課
題
が
あ

っ
た
。
一
般
認
知
を
高
め
る

施
策
の
一
環
と
し
て
、
今
年

は
『
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
総

選
挙
』
を
行
い
、
興
味
を
持

っ
て
い
た
だ
く
機
会
を
増
や

す
」
と
具
体
的
な
戦
略
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

き
る
の
で
あ
れ
ば
、
我
々
卸

売
業
は
現
在
と
未
来
と
い
う

２
つ
の
視
点
で
自
社
の
あ
る

べ
き
姿
を
明
確
に
し
、
対
応

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
メ
ー
カ
ー
、
仕
入
れ
先

の
皆
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
力
を

合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
語
っ
た
。

な
い
車
を
２
０
２
０
年
ま
で

に
発
売
す
る
と
発
表
し
て
い

る
。
運
転
者
の
人
件
費
が
コ

ス
ト
の
約
50
％
を
占
め
る
運

送
業
で
は
、
一
定
の
コ
ー
ス

を
定
時
で
配
送
す
る
小
売
業

の
物
流
に
自
動
運
転
を
導
入

す
る
と
大
き
な
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
削
減
に
な
る
こ
と
か

ら
、「
比
較
的
早
く
導
入
さ

ら
れ
２
０
１
７
年
は
そ
の
た

め
に
重
要
な
年
と
さ
れ
て
い

る
。
エ
ス
グ
ラ
も
、
日
本
の

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
の
技
術
や

お
も
て
な
し
な
ど
、
エ
ス
テ

の
魅
力
全
て
を
発
信
す
る
大

会
に
し
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
語
っ
た
。

　

ま
た
、
今
年
の
エ
ス
グ
ラ

大
会
後
に
初
の
女
性
理
事
長

と
し
て
就
任
す
る
三
谷
愛
氏

（
エ
ル
ピ
ス
社
長
）
が
紹
介

さ
れ
、
第
８
期
理
事
長
と
し

て
の
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

と
増
税
に
な
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。ま
た
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
翌
年
に
は

経
済
の
停
滞
と
増
税
の
相
乗

効
果
で
の
大
変
な
不
景
気
が

予
測
さ
れ
る
」
と
語
る
。
さ

ら
に
は
人
口
面
で
も
「
今
年

か
ら
４
年
間
で
２
・
６
％
、

つ
ま
り
50
万
人
以
上
の
人
口

が
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
景
気
減
少
の
大

き
な
要
因
と
言
わ
れ
て
い

る
」
と
し
、
近
い
将
来
、
業

界
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常

に
厳
し
く
な
る
と
警
鐘
を
鳴

ら
し
た
。

　

ま
た
、
以
前
の
デ
ィ
ス
カ

ウ
ン
ト
ス
ト
ア
は
商
品
の
価

格
を
下
げ
る
こ
と
で
複
数
購

入
を
促
進
し
売
上
を
伸
ば
し

て
い
た
が
、
現
在
は
価
格
を

下
げ
て
も
売
上
が
伸
び
な
い

状
態
と
な
っ
て
い
る
。
戸
塚

社
長
は
、「
こ
の
状
況
を
打

破
し
う
る
技
術
が
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
だ
」
と
語
る
。

　

Ａ
Ｉ
に
関
し
て
は
、
ア
マ

ゾ
ン
が
ア
メ
リ
カ
・
シ
ア
ト

ル
に
て
、「
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ 

Ｇ
ｏ
（
ア
マ
ゾ
ン 

ゴ
ー
）」

と
い
う
レ
ジ
の
な
い
完
全
自

動
の
食
料
品
Ａ
Ｉ
店
舗
を
運

営
し
て
い
る
。
同
店
舗
は
約

30
坪
と
コ
ン
ビ
ニ
と
同
規
模

で
、
Ａ
Ｉ
が
自
動
識
別
し
、

レ
ジ
を
通
す
こ
と
な
く
会
計

を
終
了
で
き
る
た
め
、
人
件

費
を
削
減
で
き
る
。

　

さ
ら
に
は
自
動
車
メ
ー
カ

ー
の
ア
ウ
デ
ィ
が
世
界
初
の

自
動
運
転
に
よ
る
車
を
導
入

す
る
と
発
表
し
、
日
産
は
ド

ラ
イ
バ
ー
の
監
視
の
必
要
の

　

昨
年
の
第
６
回
大
会
は
、

３
代
目
理
事
長
の
奥
村
優
之

氏（
ベ
レ
ガ
社
長
）の
下
、「
挑

戦
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ

た
。

　

こ
れ
ま
で
関
東
で
開
催
し

て
い
た
が
、
地
方
の
サ
ロ
ン

か
ら
は
「
行
き
た
く
て
も
遠

く
て
行
け
な
い
」
と
い
う
声

も
多
く
、
前
回
は
そ
の
声
に

応
え
る
形
で
初
の
大
阪
開
催

と
な
っ
た
。
第
７
回
目
と
な

る
今
年
は
７
月
12
日
に
名
古

屋
で
グ
ラ
ン
プ
リ
フ
ァ
イ
ナ

ル
が
行
わ
れ
る
。

　

新
年
会
の
冒
頭
で

挨
拶
し
た
奥
村
理
事

長
は
、「
関
西
で
の

エ
ス
グ
ラ
も
、
業
界

の
発
展
の
た
め
に
一

歩
踏
み
出
す
活
動
と

な
っ
た
。
２
０
２
０

年
の
東
京
五
輪
大
会

ま
で
に
、
あ
ら
ゆ
る

業
界
で
変
革
が
求
め

　

戸
塚
社
長
は
挨
拶
の
中

で
、
今
後
５
年
以
内
に
起
こ

り
う
る
業
界
内
の
劇
的
な
変

化
に
関
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
、「
消
費
税
増
税
」「
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」「
人
工

知
能
（
Ａ
Ｉ
）」
を
挙
げ
た
。

　

戸
塚
社
長
は
、「
消
費
税

に
つ
い
て
は
、
２
０
１
９
年

10
月
１
日
に
消
費
税
率
10
％

へ
の
移
行
と
軽
減
税
率
の
導

入
が
国
会
で
成
立
し
て
い

る
。
今
回
も
先
送
り
に
な
る

と
の
見
方
が
出
て
い
る
が
、

翌
年
の
２
０
２

０
年
に
開
催
さ

れ
る
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
て
一
時
的
な

お
祭
り
騒
ぎ
が

起
き
て
い
る
中

で
、
す
ん
な
り

新
年
会
で
第
７
回
大
会
に
向
け

決
意
表
明

　

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
業
界
の
発
展
と
エ
ス
テ
テ
ィ
シ

ャ
ン
の
地
位
向
上
を
目
指
し
、
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン

が
主
役
と
な
っ
て
輝
け
る
最
高
の
ス
テ
ー
ジ
を
提
供

す
る
た
め
に
「
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を

開
催
し
て
い
る
一
般
社
団
法
人
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
グ

ラ
ン
プ
リ
は
１
月
18
日
、
都
内
で
新
年
会
を
行
っ
た
。

新
年
会
に
は
、
エ
ス
グ
ラ
の
活
動
を
支
援
す
る
サ
ポ

ー
タ
ー
企
業
な
ど
23
社
が
参
加
し
た
。

　

地
域
卸
の
共
同
仕
入
れ
機
構
で
あ
る
Ｊ
―
Ｎ
Ｅ
Ｔ
中
央
は
、
１
月
13
日
に
賀

詞
交
歓
会
を
開
催
し
、
取
引
先
や
メ
ー
カ
ー
、
メ
ン
バ
ー
社
社
員
ら
１
４
５

名
が
参
集
し
た
。
会
の
冒
頭
、
戸
塚
雄
二
社
長
は
２
０
１
６
年
２
月
21
日
か

ら
12
月
20
日
ま
で
の
業
績
に
つ
い
て
、
売
上
高
が
前
年
同
期
比
３
・
５
％
増
の

１
８
７
億
１
０
４
６
万
円
、
経
常
利
益
が
０
・
８
％
減
の
２
億
９
０
２
８
万
円

と
な
っ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
恩
恵
に
よ
り
大
幅
に
売
上

が
伸
長
し
た
昨
年
度
と
比
較
し
、「
厳
し
く
な
る
と
覚
悟
し
て
い
た
が
、
ほ
ぼ
予
定

通
り
に
推
移
し
た
」
と
い
う
。
な
お
、
２
０
１
７
年
２
月
期
の
決
算
は
、
売
上
高

が
前
年
比
２
・
０
％
増
の
２
１
９
億
９
０
０
０
万
円
、
メ
ン
バ
ー
社
へ
の
売
上
払
い

戻
し
後
の
経
常
利
益
は
２
・
０
％
増
の
４
９
０
０
万
円
を
見
込
む
。

「
花
椿
」が
経
産
省
商
務
情
報

政
策
局
長
賞
を
受
賞

奥村理事長（左）と三谷次期理事長

戸塚社長


